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卜
.. H
 .. 卜
八
日
に
は
、

しし
川
口
州
仁
会
議
所

の
械
に
し
め
飾
り
を
光
る
・
小
山
山
が
な
ら
び
、
一
池

り
は
新
年
を
迎
え
る
緊
川
川
崎
が
出
い
ま
す
。

伝統を守る@
j主連飾り作り

-
内
山

保
さ
ん
(
臼
歳

・
御
所
)

日
本
人
は
、
卜
円
米
よ
り
析
年
に
し
め
縦
令
門

?

S

0

 

.V
や
神
棚
な
ド
と
に
張
っ
て
、
禍
紳
が
京
の
中
に

人
ら
な
ん
V

よ
う
に
祈
念
し
て
き
-e

ま
し
た
。

内
山
さ
ん
は
し
め
飾
り
を
作
り
就
け
て
約
-
-
-

ト
年
の
ベ
テ
ラ
ン
。
ゴ
ボ
ウ
、
、
ダ
イ
コ
ン
、
カ

プ
、
竹
の

f
、
腕
、
杓
，
y
、
山
北
「
、
し
人
出
と
い

っ
た
山
市
に
わ
ら
を

.l
写
に
捻
り
上
げ
て
い
き
ま

川
汎
庇
作
り
下
は
い
巾
内
で
九
、

h

ハ
人
と
な
り
、

後
融
行
む
な
く
、
減
る
だ
け
だ
・
と
か
の
H

以
後
に

「
年
し
て
く
る
と
捻
り
が
出
く
な
っ
て
く
る
」

t
寡
黙
な
内
山
さ
ん
が

‘
で
つ
山
川
勺
て
く
れ
ま

L

、.
。
ふ，，
守

す
。
材
料
は
い
刈
り
し
た
稲
(
わ
ら
}
と
一
弘
助

出
地
引
に
山
作
じす
る
ス
ゲ
・
ク
ゴ
の
多
年
内
十
。

こ
れ
・
l

り
全
米
け
で
乾
か
し
、
-
一
日
か
ら
十
a

司

日
に
か
け
て
し
め
飾
り
を
作
り
ま
す
。

こ
の
あ

t
、
う
ら
じ
ろ
、
み
か
ん
、
紅
れ
の
切
り
.卜
げ

を
つ
け
て
完
成
し
ま
す
が
、
「
ト
仁
川
の
し
め
は
い

ち
ば
ん
り
つ
は
だ
。
今
で
も
ト
.
山
川
や
松
本
、

昨
刈
あ
た
り
か
・
lvHい
に
米
る
」

t
内
山
さ
ん
。
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公
的
な
土
地
評
価
の
均
衡
化
・
適
正
化
を
図
る
の
が
ね
ら
い
で
す

IF 
し
、し
り
な

一
ト

1
一
来
年
度
は
固
定
資
産
税

一
d
E
h
M
一の

「
評
価
替
え
」
が
行
わ

一I
l

-

-

」
れ
る
そ
う
で
す
が
、
国
定

資
産
税
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

一

1
一

間
定
資
産
税
と
は
、
毎

一

A.唱一
年
-
月

一
日
現
在
、
土
地
、

「
1
1い
」
家
席
、
償
却
資
産
を
所
有

し
て
い
る
人
に
、
そ
の
資
産
価
値
に

応
じ
て
納
め
て
い
た
だ
く
税
金
で
す
。

上
田
市
の
平
成
問
年
度
市
税
収
入

の
税
目
別
訓
令

(
グ
ラ
フ
)
を
見
る

と
、
市
税
総
傾
約
百
六
十
六
億
円
の

う
ち
閤
定
資
産
税
が
約
六
十
五
億
円

t
凹
割
近
く
舎
内
め
、
市
民
税
と
と

も
に
、
市
が
行
う
さ
ま
、
ざ
ま
な
行
政

サ
ー
ビ

ス
の
重
要
な
財
源
で
す
。

土
地
と
家
屋
に
つ
い
て
は
、

三
年

ご
と
に
評
価
替
え
が
行
わ
れ
、
平
成

六
年
度
は
、
』
の
評
価
替
え
の
年
に
当

た
り
ま
す
。

直面
れえ
るは平
の、成

でど六
しの年
よ よ度
つつ σ〉

。行価

わ替

い仰iて公
ま iilli 、ポ
す格不 {mi ・市税に占める固定資産税の割合
。主型的都市計画税 ノその他
行距 g億3.268方向(5脱 ) ./"7億B鵬万円
j円鑑if也 .....:.:.-_._-¥---_.- ./" (d.6%) 

す定価
る士調
こに fq
tよ {ini
にる格
な鑑に
つ定加
て評え

一

?ι
一
土
地
の
価
栴
に
は
、
公

一
A

・
4
↑的
な
も
の
だ
け
で
も
、

①

{|

||
い
」
地
価
公
示
価
格
(
同
上
庁
)
、

地
価
調
査
側
略
(
間
道
府
県
)
、

②
相

続
税
評
価
領
(
悶
税
局
)
、

③
間
定
資

産
税
評
価
額
(
市
町
村
)
が
あ
り
、

終
許
側
額
の
問
に
第
一
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
平
成
元
年
に
「
土
地
基
本

法
」
が
制
定
さ
れ
、
公
的
な
土
地
評

価
の
均
衡
化
、
適
正
化
を
図
る
こ

t

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
ぞ
受
け
て
平
成
六
年
度
の
評

価
替
え
で
は
、
全
国
的
に
土
地
(
宅

地
)
の
評
価
は

「
地
価
公
示
価
格
の

七
割
程
度
」

守
目
標
に
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、

主は
な税
るの評
の負価
で担替
すはえ

。の伴
ょっ
うて

一

3
一
地
側
公
示
価
格
の
七
割

一
A
4
4
一
程
度
を
目
標

t
す
る
評
価

「
ー
ー
ー
ト
」
替
え
の
結
果
、
評
側
傾
の

大
幅
な
上
昇
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
し

か
し
、
今
阿
の
評
価
替
え
は
、
基
本

的
に
評
価
の
均
衡
化
と
適
正
化
守
岡

る
こ

t
が
目
的
で
、
増
税
を
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
た
め
納
税
者
の
税
負
担
に
つ
い
て

は
、
急
激
な
税
負
担
の
増
加
を
抑
え

る
た
め
の
調
整
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

全
一
ペ
ー
ジ
上
設
を
参
照
)

地
制li
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-
-土地関係

・住宅用地の課税嫌準の特別措置の拡充 (現行) (政正後)

b小規模住宅用地 (200m以下) 価絡の 1/4→価格の 1/6
b一般住宅用地 (200m以上) 価格の 1/2→ 価格の 1/3

・評価の上昇割合の高い宅地に対する暫定的な課税練準の特例鎗置の導入

{現行) (改正後)

特例矯置なし ・評価の上昇の程度に応じて

価絡の 3/4-1/2
・宅地について、よりなだらかな税負担となるような負担網整措置の実施

平成6年度-8年度の各年度分の固定資産税leI:、次の算式により計算されます。

| 前年度の課税標準額×負担調整率×税率=当年度の税額 | 
係

周年数の短縮

住宅・アパートの

引き下げ

現行) (波正後)

0.9 - 0.8 
屋(すでに課税

家屋)の3%減価

-・5・E週置室温E週 E緬園
市の動き

~11 月~dP 
t評価の上昇I1J合の高い宅地

区 分 評価のよ界割合 負担調整率

3.6倍以下のもの 1.05 
3.6倍を超え、 4.8倍以下のもの 1.075 

住宅用地 4.8倍を超え、 6.75倍以下のもの 1.1 
6.75倍を超え、15倍以下のもの 1.15 
15倍を超えるもの 1.2 
2.4倍以下のもの 1.05 
2.4倍を超え、 3.2倍以下のもの 1.075 

非住宅用地 3.2倍を超え、 4.5倍以下のもの 1.1 4.5倍を超え、 10倍以下のもの 1.15 
10倍を超え、 18倍以下のもの 1.2 
181音を超えるもの 1.25 

評価の上昇割合とは、平成6年度評価額を、原則として
平成3年度評価額で除して得たものです。

(現行) (改正後}

特例鑓置なし → 価格の 1/3
特例箔置なし → 価格の 2/3

-・~;î掴・ï~置圃~緬・・

-土地関係
・住宅用地の課税標準の特例措置を導入

b小規模住宅用黄色 (200m以下)
t一般住宅用地 (200m以上)

・固定資産税と周織の税負担の鈎登措置

・家屋関係
・固定資産税と向織の鎗橿

司自
のを
よ計例
う算を
にしあ

なて lず
りみて
ま る
すと革党
カ、、負

一

4
一

評
価
特
え
に
伴
う
具
体

一a・
唱

一
的
な
脱
れ
拘
は
、

例
え
ば

「
l
lわ
」
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

(
税
率
は
固
定
資
産
税
1

・
4
%、

都
市
計
画
税
0
・
2
%と
し
て
計
算
)

E国〈住宅用地の面積 200mつ
平成3年度の価絡 1.200万円
平成6年度の価格 4.800万円

〔評価の上昇割合=4倦〕

置冒自でI (昭和57年建築、木造専用住宅1
面温値J~床面積 110m' J 

平成3年度の価格 517万円
平成6年度の価絡 501方4.900円

÷固定資産税の税率は1.496、都市計画税は
0.296として計算

1目 第3次総合計画策定に向けて
の市民広聴会(農業関係者対象)

E目 上田市安遜遺書量対策会議
5日市民と市長の臼第2図上回
映像祭 (-13臼、文化センター)
上田市戦没者追舘式 ・遺族大会

(文他センター)

フ日 南小学校創立10周年記念行司E
8目 前民広聴会(工業関係者対象)
上田市まちづくりシンポジウム

(上回創造館、 NHK解説主事宇 ・
繍II庄治さんの墓調講演およびパ
ネルデイスカッション)

9日 中国永住帰図書表敬訪問(山
部舗をんほか)
10臼 ゆとり創造シンポジウム(よ
団創造館)

14図 上田市消防団音楽隊結成20周
年記念演奏会(市民会館)

16日 施設を見る会 (-188.市内
各施設)

19日 市民広聴会(外国人対象)
248 市民広陵会(商業関係者対象)
25日 上田市功績者表彰式 (47人が
対象)

268 市民広聴会(都市 ・インフラ
髭備関係者対象)

28目 線業集落排水事業仁吉田処理
湯しゅん工式(仁吉田公民館)

298 市民広聴会(教育関係者対象)
30日 商縮図 ・別所統合小学校造成
および取付道路工事安全折綴祭

(山田地籍)

市民と市長の日 -平成5年度および6年度の税額

区 分 平成5年度 平成6年度 伸び率

土 固定資産税 42.000円 45 . 100~ ア%
I也 都市計画税 24.000円 25.200円 596 

家 固定資産税 72.300円 70.100円 6396 
屋 都市計画税 10.300円 10.000円 ム396

合 計 148.600円 150.400円 0.796 

/月12日@午型
市長室
{ リi役 J~r3附)

.;.j$ぴ率の6はマイナスの伸び率
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あなたの
国民年金

系内
め

V
問
い
合
わ
せ
国
保
年
金
課

(
内
線

1
3
6
5
)

的…世代1mの助け合いにより、公平に
{r:.令を'jdftする11¥1の社会保1:l，'iltlJ度

の・つです。

運営…|主|

保険料… 1か)J10，500円(平成5年度)

年金の…11:'令傾の 3分の 1~P，lがft .jtl.、 3

財 源 分の 2を保険料でI!iiっています。

年金額の…物価変動に応じて年令官Hがス ライ
引き上げ ドするため、 Iftf1.年先でも年金の

fiBi (，(t:h r向山市されます。
税控除…納めた保険料は「社会保険料作除J

tして令古falifri浮から作除されます。

事務費…令制|りがH.jItします。

国民年金のしくみ
目

て
20歳から60歳まで

国民全員が加入を

「
人
生
八
十
年
時
代
」
と
い
わ
れ

る
現
代
、
国
民
年
金
制
度
の
役
割
は

ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

だ
れ
も
が
必
す
迎
え
る
老
後
を
実
り

豊
か
な
も
の
に
す
る
た
め
、
ま
た
、

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
け
が
や

病
気
に
備
え
る
た
め
に
、
み
ん
な
で

支
え
合
う
制
度
そ
れ
が
国
民
年

金
制
度
で
す
。

保険料は.• 

月額 10，500円
(平成 5年度価裕)

将;f~.t<の年全を受けたい人は、

f・J.JJII保険料(JJ傾-1001斗)を納め

ることもできます。

る

4AA 
ノl、
ミTぇ
ノl、

、し

掛
け
金

儲
け
金
は
加
入
年
齢
と
年
金
種
類、

加
入
口
数

に
応
じ
て
決
定
。
(
上
限
は
月
額
6
8
0
0
0円
)

加
入
で
き
る
人

満
伺
歳
か
ら
回
線
ま
で
の
第
一
号
被
保
険
者

厚生年金・共済組合国民年金基金
上乗せの 」
年金 寸

自営業者

第1号被保険者
奏
者

J
t

険
勺
呆

幽

MY

，4
s

イ
被
-

リ
号
一
一一期一

サラリーマン

第2号被保険者国民年金 」
(基礎年金)寸

サラリーマン0'1.

'1: 11ミイ段、 J I.:~作品I l {干
の被保険行)に状

ftされているu:

I'l'lヲF金や11<h1k:1I.
介の被保険ずf(サ
ラリ ーマン)、船H

r I t;:~; ~~~の 人 とその
米政、jとに状袋さ

れていないii¥勤
め先に"1=.令制度の
ない人、っとイ主など

、.r

ーモ65織からは老齢基礎年金が

任第
意 1

入被
で保
き険

季強

第

一
号
被
保
険
者
で
次
の
条
件

を
満
た
す
人
は
、
任
意
で
加
入
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す

T 
ー
日
本
国
内
に
住
所
が
あ
る
印
歳

未
満
の
人
で
、
厚
生
年
金
や
共

済
組
合
か
ら
老
齢
酌
年
金
や
退
職

年
金
を
受
け
て
い
る
人

2
日
本
国
内
に
住
所
の
あ
る
印
綬

以
上
回
歳
未
満
の
人

{た
だ
し

老
隊
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る

人
は
除
く
吋

-V
目
窓
国
籍
が
あ
り
外
国
に
居
住

し
て
い
る
叩
歳
以
上
旬
歳
未
満

の
人

[4] 16 12. 広報うえだ5.保険料納付は口座振替で‘究員長信222込謀雪雲25出?ztT?納付8



「基
礎
年
金
」
は

3
種
類
が

知って得する国民年金持32?zr23f3言語222FZ員tzzu

-付加年金

付加保険料(月額 400円)を納めている人は、老齢基礎年金に上乗せして、
付加年金が受けられます。

[>年金額 200円×付加保険料納付月数

・寡婦年金

老齢基礎年金を受けるはずだった夫が年金を受けずに亡くなったとき、妻(婚
婚期間10年以上)に60歳から65織になるまで支給8れます
[>年金署員 夫の老紛基礎年金額X34 
・死亡一時金

保険料を 3年以上納めた人が、どの年金も受けずに亡くなったとき、遺族に
支給されます

[>支給額保険料納付月数によって10万円-20万円

年
金
は
世
代
聞
の
助
け
合
い

3つの独自給付があります

-
遺
族
基
礎
年
金

-
老
齢
基
礎
年
金

ぷ車内にしていると、将*の芭齢J走路fl'.全のほ

か、附刀法礎f下全や、巡航)，~陀fドイ長も受， t l，れ

ない場介も。 忘れずに保険料は納めま Lょう。

・保険料を納められないとき…

i大のような人が保険料を免除されますの

①}i}i'仰が少なく、生前に|付っている人。

②病気やけがなどで経消(I{Jに|判った人。

⑤失業ゃれ業不振な Eで保険料を納めることに

同4 ている人。

@.-;::/I:~，: 人に収入がなく、純J乙の所得が本める

J，~ìV~制を卜:1 11 1 る人。

*免除JtJJIIIJの午全額(J:、 j凶;;itの 3分の

l仁なります。免除を'乏けたJtflH日の保

険料は、 j品去10年以内に限りさかのぼ
って納められます。 ;i1納する/:.{1:.1;:鮪

も通常に }/~ ります。

保険料~d:2既歳から60歳まて納めることに

六{f.
卜以 I時
五 L民
歳加 {I'.
か人令

七 らしに

+ 受た
三 It!¥ I・
万 ら刀:1 i 

保険制を納めた月滋+I!il般車専を免織された瑚筒Xll3:
737.誕m円X ~~~~~~~~~~~--~~~~~

加入司書E年お{4ωx12

同
民
年
令
加
入
計
や
位
齢
法
陀

午
金
一
や
お
い
λ

け
ら
れ
る
資
栴
期
間
の

あ
る
人
が
亡
く
な
っ
た

t
き
、
子

の
あ
る
た
や
，
y
が
そ
け
・
り
れ
ま
す
。

マ
年
金
額
七
+
三
万
七
千
三
百

円

7
け
へ
災
二

f
τ
加
古

れ
ま
す

マ
年
金
額

七
千
三
百
円

年
金
傾
は
、

金
納
め
た
期
間
ぞ
ら
と

に
討
算
さ
れ
ま
す
H
H
下

記
の
計
算
式

1
。
合
日
制

は
問
ト
年
間
(
加
入
.
叶

能
年
政
)
す
べ
て
保
険

料
全
納
め
た
人
の
場
A
円

で
す
。

保
険
料

-
障
害
基
礎
年
金

加
入
者
が
病
気
や
け
が
が
む
と

で
、
定
め
・
ら
れ
た
附
小
川
状
態
に
な

っ
た
と
き
受
け
ら
れ
ま
す
。

マ
年
金
額
一
級
障
害
九
十
二
万

一
千
六
百
円
、

二
級
障
害
七
十
三

万
七
千
三

百
円
(
「
が
あ
る
助
作
加
算
)

40年間…

年金を受けられるようになっても、実

|僚に受け取るための・定の手続きそしな

ければ支給されません。

また、都t枕してそけるためには、
いlのJi~IHI'，が必要です

同IHれを忘れると、将米年千台を受けら

れなくなる J持{~ Lあります。ごi主立を。

印鑑、均三全手私のほかに添付.!Hl'iが必
!裂な均fTもありますので、届Itll'，をする

Ijijに窓υてV信認してく fごさい。

h こん なとき 届け出に必要望怠もの

契のをと 会社をやめたとき
印鑑手帳・印鎗

20歳になって初めて
加入するとき

印鑑
拠

加
種jjlJか変わるとき 年金持・健康鰍 l

a・配偶者の年金手
会社へ入ったとき 領・印鑑

出 入
住所・氏名が変わっ

中 たとき
年金手線・郎総

手績をなくしたとき 印鑑

fI' 
老齢是正金受給編者の 住所・氏名・支払
住所・氏名・支払 -変更届
受機関の変更 印鑑

国民年金証・を鎗 印鑑
金 なくしたとき

中 国民年金を号ItHlを 関民年金受蛤11者lJ!況届
受けるためには ・届出耳目に受鎗倫~

あてに送付されます |

住所が変わったとき
国民主事金証・

Ii 郵便局や印11を 印Ii受 変えるとき
担t
国民年金箆.を

ー怠 印鑑
年 なくしたとき

金 中 年金を引き続き 繍~U草食所得状況庖

受けるためには 山届出婦に送付されま

す

66 67 飽関
・.・ a
一繰り下げ・・・

70 
a 

国民年金は請求して
はじめてもらえます
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市では、皆さんに財政状況を理解して

いただくため、毎年上半期と下半期の 2

回、定期的に内容をお知らせしています。

今回は、平成5年度上半期の会計別収支

状況、地方債現在高、 一時借入金、市有

財産の状況についてです。(平成5年9月

30日現在。万円未満は四捨五入してあり

ます)

571f(7.040-J]問(1.6%) 

円
一向一

万
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一AM
i
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〆
b

句
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-
市
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‘
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脅支

{寅市

1641.iY.8，4837J問 (51.3%)手先市

公営企業会計

企業名

産院事業

※

収

益

的

収

支

H
1
日
守田

万
一万一

η
一川崎
一%

内田

一。
，u
-n
o

q
d

一'A
=
b

徳
一
億
一3

A
q
-
J守
一

"''
司令会
υ

一

究
v
-
唱

A

一

版。

一%
一
%
一
%

5

一6
一3
一9

，，
e
-
a
a事
-

内

u
d
E
p
h
u

ω
一ωニ
ω一ω

円

一円
一
円
一
円

河川

一切
一切
一
日

向コ
-
q
d
一q
d
阻

F
3

1u
-qo
一'
A
-
n
u

、ペ
J

-
ぜ
E
為

-

内
〈
J
V

闇

噌

E
E
・

即断

一億
一億
一
位

?
'

-
a守
一

A
υ
-
唱
A

?
d

一。，M-q
u
-
q
u

他
一
費
一
費
一
費

e

一
一

一
業

の
一
生
一健
一躍

-
m

-『J

一
一

一
林

そ
一
衛
一公
一
農 水道事熊

381.iY.6.008万問 (39.7%)

541t<8.569万円 (30.4%)

予
算
額

対
す
る
収
入
率
ω 
と
執
行
率
的
の
グ
フ
フ

※市償、国庫支出会などには、前年度繰越明Z午糞繰越額を含む

費

費

務

育

総

教

企業名

産院事業

※

資

本

的

収

支

661怠2.581万円 (35.6%)

911t<3，118万円 (21.000)

費

資

生

木

民

土

会計名 予算現額 収入済額 支出済額

土地取得事業 9U?9.609万円 4.596万円 6，445万円

糧自有線自覚送
5，080万円 2、194万円 2.394万円

篭 話事業

国民健康保険事業 51低2，347万円 201.怠9，988万円 19it(2，614万円

3!:遇災害共済司E業 4，815万円 4‘986万問 1，392万円

福従事業
1{怠1.338Ji問 4，185方向 4，872万阿

センタ一事業

老人 保健事業 64低6，379万円 261Q:7， 241 Ji内 28'.f. 556万円

農業集洛排水事業 22倍、6.859万円 9‘439万円 2if.7，530万円

同和地区住宅新築
3低2，530万円 8，724万円 1億2.906万円

資金等貸付事業

公共下水道事業 39悠5，279万円 51.意 396万円 101意6，886万円
4Ce3 •• 計 1931立4.236万同 561:意1，749万円 63it(5，595万同

水道事業

※収益的収支

事業の経常的な経営活動の収入支出合示すもの。

※資本的収支

将米の経営i活動に備えて行う~主設改良、現在の

経営活動に聞いられている施設にかかる企業俄償

還金な EのJlil.入支出を示すもの。

※土木費、農林水産業費などには、前年度繰越明許重量繰越額を含む

特別 計
A
Q
Z
 

-=:IlI;~関置

o rL) 
E:mfi置躍E蓮司腎.

一般会計 2341~6 ， 575万円
特別会計. 1+2f:iF.4，02f:n円
(合計) 3771:な 59677円

1.669万5，1.13m'

21万8，299m'

6万2，053m'

林

宅

ω仙
川

+
砂
地
寸

山
、
作
倣
叫

E司E'ヨ~ヨ

67f.窓7，30971円
5，87971円

190万5，581m'

28万I.729m'

積立金

有仰l証券

土地

往物

[6] 16 12. 広報うえだ6.



1.人件費の状況(普通会計決算) 2. ~透員給与費の状況(ー総会計予算)

III絞零

6.一般行政臓の級別1議員数の状況(5制月!日現在)
a (J) 箱 1 級 E 級 3 級 d 級 5 級 6 級 7 級 日級 9 級 10級 11 級 針

級 1級 E 級 3 級 4 級 5 総 8 級 7 級 8 級 g 級 10級

也般的高 高度の知 1.'"畏綱 1.1，畏

上
度の知擁 鑓経惨を 使 2. !I~霊園

f曹温的泡 重明 経験を岳、 02>要とす 係畏 2.担l~主因 Itな鍵務 1璽姥国指 復雑菌鎚

lIIt務内苦言
要とする る重量務を 主任 .ttJ:l襲務 を行うE事 主主策務を 部畏 な鎌務を

回 続鈎 重量務を行 行う主S 主査 を行う係 畏精佐 行うE習慣 行う部畏
う主事 ・ .j査鮪 畏・主賓

市 』王師

AI 貫 主虫 15人 ~3 人 130人 89人 182人 112人 5A人 10人 白人 3人 646人

l蝿成 tt 2.3% 6.7% 20.1% 13ι% 28.2% 17.3% 8.4% 1.5% 1.2% 0.5% 100% 

考I1年前の制比 2.6% 5.8% 21.3% 13.8% 26.0% 17.9% 6.7% 1.2% 1.5% 0.2% 

{注)1.よ田市の格与有毒例に纂つく給料袋の級811の殴員数てす。 2.1曹準的移民務内容とは.それそれの級にE軍当する代理型的唱耳慣名てす。

7.臓員手当の状況
区分 よ 国 市 !l 野 県 国

(5年度支給割合} (5年度支給前合) (5年度支;給割合}
剣 期末年当 勤勉手当 明夫手当 勤勉手当 期末手当 量b勉手当
車 月分 月分 月分 月分 月分 月分
手
当 6月期 1.6 0.6 6月耳目 1.6 0.6 8月JlJI 1.6 0.6 
12月餅 2.1 0.6 12月間 2.1 0.6 12月同 2.1 0.6 

~ 3月期 0.55 一 3用問 0.55 一 3月峨 0.55 制
手 計 4.25 1.2 計 ι25 1.2 It 4.25 1.2 

当 槌嗣j上の段階、聖E務の
有

蹟制上の段筒、民務の
有

慨帯j上の段脅昔、議務の
有

級笥によるnOJll1I・ 級等によるrow，昔廻 級毒事による加算1置積

(支縞窓)自己釦合 量買契・定年 (支鎗翠}自己都合 む鍵 ・定年 {支鎗翠}自己都合 勧奨・定年

遺 月分 同分 月分 月分 月分 月分

動続20苦手 21.0 28.875 動問。年 21.0 28.875 勤続E自年 21.0 28.875 
電 勤続25年 33.75 44.55 動様25年 33.75 44.55 動続25年 33.75 44.55 
量調続35年 47.5 62.7 動続35年 ~7.5 62.7 動総お年 47.5 62.7 

手
理E高限度額 60.0 62.7 .高限度額 60.0 62.7 鰻i9i限度額関.日 62.7 

そ仰の)符例給料月額制度 その他の)符別給糊罰則廃 その他の)特例管制額制度

当
00.'畠11 周鰭1昔置 加軍指笥

溜績跨)原則1鞠 遺義時)脚IJI明 得週別沼雰町槍'駅担111号f量
特別R絡 椅別界鎗

額

一

額

年

一

年

額
一
端
一
額
一
路

総
一
り
一
総
一
り

給
一
当
一
鎗
一
道

一
川
-支

一川

嶋

一

喰

129.<14日午円

13日干円
崎間外童書務手当

月
一
円

干
一
千

区

Ju
-
o口

d
-
E
 

A
U

『-、，
q
u
-
1
・
1
・

(5~手 4 1'l 1 J3現在)ー

区分 内 司自 国の制度と異なる内容

ae偶者 16.即日向

決議手当
aa甥寄以外の鈴手豊富貫旗E人まt

伺
それそ11.5.5ω円

その他の渓種規族1人につき 1.000fIl 

{昌家ヌ1;鐙閣に居住し、一定額を超える
住居手当 家賃等を支払っているlIIt員及ひ自宅居住践 同

員に支給されます。

適齢のために文通機関等を利用してその 受適用具利用蓄の栂都支給畷痩額
通動手当 運賃等を負慢することを笥jjlJとするIill:IiIに 異

支給されます. 16.280円{国20.900円)

区 分 全議橿

犠員全体に占める
36.4% 手当支蛤織輿の割合

4奇 支給対象寝舞 1人
47.179円然 当たり平均支給年額

動
手当の樋渡{手当鍛) 281量

務
衝窓作集従廓手当、公手代

支給額の多い手当
趨動物飼育従耳障手当、

当表
行路死病人取級作調書手

2§4E 2 手当 当

多くの11蝿に支鎗
鎗食作掴rtit旗手当、市

の
税'務従穆手当、周介

名称 されている手当 処理作業従事手当

， ， ， ， ， 
J ， ， 
J ， ， 

B.昇給期間短縮の状況

区 分 合計
一般 f置能
行政稜 労務臓

臓輿滋
823人 646人 177人

d 
(A) 

普泡昇給織問 02-
まま 24月)を短縮して興 30人 23人
絡した穂興事主 (8)

度

4.0% tt 翠 3.7% 3.8% 
(B)/(A) 

[7J 広報うえだ5.12. 16 
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併
し
H
H
下
表
U
を
川
ぷ
し
て
米
航
を

お
日
九
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
「
槻

f
ペ
ソ
コ
シ
教
宅
」

(
初
級
}
は

1
H
5
U
附
午
前
9
時

か
心
、
「
.
敏
{
成
人
}
パ
ソ
コ
ン
れ

「

催し名 とき ところ内容 その他

11弓5臼 1月8日土lま第
ぷ_ I I r冬の璽 ε 土... 

プラネタリウム ブラネタ 曙自のため98日 リウム蜜 空と私た 上小地EまのIJ、.
4害時リ役f; 午後H湾 (4階) たちの1也 中学生羽子1草野R

30の、 31 \~ ..... .， 11事J 斜

日寺

1月5白水、 r~ 色
6白木 z の
午前109寄 傍聴覚室定あとJ

軍司子喜男画教室 午後2跨、 (3階) 1 r木Ai'う 参加管制

30分 るしs

プラネタリウムて 味1J、弓67日日 フラネタ
冬の星座をさがそ ''!' リウム室 参加無料

午前!日時 (4陪)

f虫たちのー塗J
~チョウの一生_I 1月8日 鍔 1料理Fビデオを
l第2土繍臼学習¥1 '土午前1日実験室 宛ながら 参加然科

¥B理t宣活用 ! 時 (4階) 学ES

1月15日 参加無料
g空銭望会 土午後7 天体観滞j 小・中学生以

的30分 室(屋よ) 下は保E量諸問
伴て

キーポ-1 ~晶
ドのt&い 車 1立小学4年

第8回 11弓8臼 パソコン方からク ~中学3~正まで
事晃子パソコン敏重 土午前9 教室 (2ーフィッ (よ小池緩のE見
(初級) 跨30分 階} 皐クスな、プ簡ロ 子)01月58#

グラム作 より受け付け

成

第6宙 1 月~~日パソコン 対象letl8覇軍以上
一般(成人)パソ 土、 23自教室 (2 岡上 で受泊料500f司、
コン教室(初級) 11，跨日午前9 階)--1 1 ~月16日日より

受け付け

1月の催 し-上回創造館前
」
(
初
級
)
は
l
川
山
口
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9
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1月も楽しい催しカfいっぱい
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12月17日金-1月初日目 雫信濃美術館(畏野市) 池上秀畝，JlI上冬慮、
男井雲ff、児玉~事などによる続審にふさわしい名作の展示/一般300円

い電ら上 (o~~ì
。聖Z里岨/利用亀 f
逼定通 話i北
fすかで 匝踊 同

与を時 堕望
す、12華麗目
。;欠月 ~ 
ごの31~ 
利と白 浪九
周おの ?軍
くり深 高麗
だ鼠夜 士宮
さ鰐か 宥I

新春の日本画展

下り{別所混喰行き} .上りしta行会1
よ回発 別筒潟明珊 i1別問漉暗号発 上回網

22.50 l3.17 I 22:13 22・28
t下2・発}

13.l8 23: 57 I l252 23.19 。:30 。:59 13:30 13 59 
1 .44 2 _ 13 0: 16 0・45
2 4& 3 13 1 :a 1 : 49 
3 18 3 41 1 : 45 1 : 59 

{下之縄ほき} t下之制鴫h
3.55 .:1 24 2' 21 E・49
4 . d日 5: 09 3: 20 3 49 

3.57 .:1 27 



元
旦
の
千
曲
川

(今
年
)

• 
5き
入品
カ宮
崎
11-
の
ぢ受
Z章

政
府
は
、
平
成
五
年
秋
の
叙
勲
受

市
者
(
十
.
川
一一
.
川
付
け

)
t袋
日立

受
求
訴
(
同
φ

・
日
付
け
)
を
発
ぶ
し

ま
し
た
。
上
川
市
で
は
任
人
が
附
れ

の
受
信
に
料
き
ま
し
た
。
(
敬
称
略
)

圃
勲
三
等
旭
日
中
鰻
重

マ
沢
路
総
・
火
{
口

・
新
附
)
信
州
大

山下
o
h
常
教
授

マ
符
林
利
・1wa
{η

・
小
野
)
信
州
大

学
%
仔
教
授

-
動
六
等
単
光
旭
日
章

マ
小
林
市
千

(ω
・
祈
培
)
一瓜
上
川

X 
~ 
X 
E 
J町ベ、 x
~司、， レ
、，

技
能
こ
そ
生
き
る
道

障
害
者
職
業
訓
練
生

••• 
同
立

・
叫
ん
ザ
ハ
の
愛
知
附
持
者
職
業

能
力
開
発
校
で
は
、
時
計
者
職
業
訓

練
仕
上
を
次
の
と
お
り
必
集
し
て
い
ま

す
。マ
募
集
職
種

情
御
技
術
系

・
事

-
也
火
よ
れ
以
.j
h
x
u
ド
寺
川
、
，
n
H
4
K
M

t
l

，‘4
2
F
I
ι
J
e
'
'l
』

E

・
d
凋
J
'
ψ

ノ
1
r
f
vb
n
f
ノ

長圃
藍
綬
褒
章

マ
保
刈
定
夫
(
肝

・
大
下
町
)
広
上

川
市
仁
会
議
所
一刷
会
副

マ
点
州
連
れ
八
(出

・
必
尾
町
)
旧
対
似
師

会
長47 ! 

入手
力、
豆室

び
の
?受
二賞

平
成
百
年
度
k
川
市
功
続
行
ぷ
彩

;
f
・・

l
・:
-

L

|
、
i
t
i
、

」
ム
a
M
l
l

B
I

F
I
-
-
u
卜
l

J
H
酢
い

」
円

・
f

附
大
会
議
本
J
L
行
わ
れ
、
問
卜
じ
人

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

(
倣
称
略
)

・
自
治
功
績

務
印
刷
系

・
製
附
系
・照
飾
縫
製
系
・

手
工
業
系
(
印
立
彫
刻
科

・
同
芸
科
)

マ
訓
練
期
間

一
年

マ
応
募
資

格

義
務
教
育
修
了
以
上
(
た
だ
し

情
報
技
術
系
は
高
卒
伊
何
度
の
中

h
必

要
)
の
陣
持
者
、
て
、
附
合
一円
が
問
主
し

資
生
前
等
間
休
中
山
市
が
で
き
る
者

マ
入
校
日

6
年
4
月
7
H
附

マ

入
校
椙
談
日

毎
凡
節
2

・
4
水
限

N

マ
受
講
料

無
料

マ
特
典

職
業
安
定
所
の
折
ポ
を
受
け
て
人
校

す
る
と
訓
練
子
当
然
J

が
支
給
さ
れ
ま

す
。

マ
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

上
川
公
共
職
業
安
定
所
(
岱
②

6

3
6
3
)
ま
た
は
愛
知
附
山
汚
名
職
業

能
力
開
発
校
(
愛
知
叫
ん
R
飯
郎
.
山川

町

・
8
0
5
3
3
9
③
2
1
0
2
)

一J
小
山
市
「
{
九

・
断
人
)

ヤ
紘

一
み
た
け
(
河

・
蹄
人
)
マ
川
小
キ
イ

{
m
m

・
ド
紺
山
崎
町
)
マ
山中
山
キ
ヨ
子

(刀

・
小
市
川
)

マ
樋
い
ス
ミ
(
口
・

愛
山
町
)

マ
一
日
仏
栄
.
(
舵

・
北.大

・
教
育
・
文
化
功
績

マ
大
石
治

(ω
・
松
尾
町
)
一v
河

野
伝
良
(
閃

・
諏
訪
形
)

マ
沌
以
前

(何

・
祈
川
)

マ
紺
野
市
垂
{
内

・

一白川内)
マ
小
品
や
す
い
(
お

・
紘
が

戸川
北
)
一d
花
史
上川
リル
(
刊

・
北
ぷ
神

町
)

マ
山
本
あ
ち
校
(
日

・
山中
市
川
)

・
社
会
功
績

マ
H4

t
秋
雄
(
刊

・
上
山
民
)

門V

L
L

針・
Jw.
U
M
(
槌
・
下
、必
)
マ
川
上
，山山

(何日

・
町
山
川
)

マ
小
山

.
山
間
(
日
・

南
の
島
で
国
際
交
流

小
3
以
上
の
参
加
者

••• 
側
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で
は
、

夜
日
ア
メ
リ
カ
人
小
学
生
が
参
加
す

る
「
ち
び
っ

こ
探
険
学
校
ヨ

ロ
ン
鳥
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

マ
と
き

3
月
初
日

ωか
ら

4
月

2
H
ω
ま
で

マ
と
ニ
ろ

鹿
児
・
崎

県
大
仏
郡
与
論
町

マ
定
員

日
本

人
小
学
生

3
6
0
人

(
3
年
生
以
上
)
、

ア
メ
リ
カ
人
小
学
生

1
0
0
人

マ

内
容

島
内
保
険
、
砂
糖
作
り
、
ハ

l
レ
!
船
大
会
な
ど

マ
申
し
込
み

側
伺
際
青
少
年
研
修
協
会

(8
0

3
1
3
3
5
9
1
8
4
2
1
)
 

小
山
川
}

マ
阿
保
制
(
侃

・
附
人
)

マ
附
前
人
(
布

・
石
川
仰
)

[
沌
沢
川

(叩

・
御
所
)

一V
両
以
泊
志

(η
・

川川市同町}

マ
松
尾
智
子
(
的

・
ド
市
川
)

マ
符
ド
長
生
{
出

・
ド
紺
口
崎
町
)

-
産
業
功
績

マ
ムH
袋
持
泰

(ω
・
問
貯
竹
}

マ

背・本
トA
雄
(
臼

・
緑
が
任
北
)
マ
述

総
鎚
(
的

・
同
)
マ
令
沢
五
郎
(
引
・

日
清
水
)

マ
柄
沢
光
山
(
日

・
大
円

本
)

マ
久
保
川
山川んで

(ω
・
下
室
町
)

マ
小
林
勝
小
川
(
引

・
小
牧
)

マ
小
山

保
良
(
削

・
院
内
)
門V
近
雌
幹
維
(
引
・

北
市
川
}
マ
兵
山
h
M
U

笠
子
(
刊

・
ド

紺
崎
町
)

マ
城
川
悦
b

h

U

(

引
・
市.大

神
町
)
マ
滝
沢
口
円
山
川
(引

・
大
手
町
)

マ
竹
川
和
犬

(ω
・
御
所
)

マ
手
取

式

1
1

彰表

的

た

aま
心
情

A1
・

M

功

t
p
l回

市
象
穿
品

行

B

t

て

上

F--

pwι

4
M
A
r
a

-R
 

以
溺
閣官
R

A

X

ι
R
t
e街
路

4
1

1

屯
.

.1
市

林
平

(ω
・
下
水
郷
}

マ
中
沢
英
知

子
(
防

・
秋
利
)
マ
名
掃
作
治
(
日
・

内水.巾ド
)
マ
旧制
川
・
J

比
五
(
m
w
-
新
川
)

マ
椀
内
町
千
(
印

・
ト
小
島
)

マ
松

川
博

(η
・古
川
)
マ
松
本
嘉
奈
(
印
・

上
一一防
山
)
マ
符
本
間
犬

(ω
・
ド
川

原
柳
町
)
一v
付
山
川
子
(
日

・
民
向
)

マ
山
作
義
俄
(
問

・
一.
.
好
町
)

マ
刷

内
城
一
二
郎

(
臼
・
上
川
原
柳
町
)

12月1日付けr広報J8ページ「あなた・ わたしの芦」で、氏名に誤りがありました。
訂正しておわびします。「南沢一徳さん(44緩・下之条)Jをr南村一徳さんJ(こ。I.lr 1[:.おわび|16 12. 広報うえだ5.[9] 



-情報テーブル・

2
1
u
u
M九
段
品
位
ぺ
て

ラ
イ
一'
l
j
f

上
田
市
内
の
突
通
事
故
は
、
昨
年
に
比
べ
る
と
、
死
者
は
大
幅
な

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
実
通
事
故
全
体
で
は
、

マ
高
齢
者
事
散

マ
歩
行
者
事
故

マ
支
差
点
で
の
出
会
頭
衝
突
事
故

が
多
発
し
、
ま
た
こ
れ
ら
の
事
故
の
第
一
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
は

若
年
者
と
女
性
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
一
番
多
く
、
凍
結
・
積
雪
の
シ
ー

ズ
ン
を
目
前
に
ま
す
ま
す
拍
車
が
か
か
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

さ
て
、
皆
さ
ん
は
、
こ
の
冬
を
安
全
運
転
す
る
自
信
が
あ
り
ま
す

か
。
ス
パ
イ
ク
タ
イ
ヤ
が
禁
止
さ
れ
、
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
を
使

用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
冬
道
で
の
運
転
方
法
は
、
危
険

を
阜
く
発
見
予
知
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
そ
の
た
め
に
は
、
速
度
老

自
信
あ
り
ま
す
か

f

十
分
落
と
し
、
車
間
距
離
も
十
分
と
る
こ
と
が
基
本
で
す
。

ポ
イ
ン
ト
は
、
「
急
」
の
つ
く
操
作
は
避
け
、
あ
く
ま
で
も

ト
」
に
操
作
す
る
の
が
コ
ツ
。

マ
発
進
時
は
、
ア
ク
セ
ル
を
ジ
ワ
l
と
踏
ん
で
タ
イ
ヤ
を
空
回
り

さ
せ
な
い

マ
制
勤
時
は
、
「
ソ
フ
ト
ブ
レ
ー
キ
」
操
作
を
身
に
つ
け
、
最
後

ま
で
タ
イ
ヤ
は
、
転
が
し
て
止
め
る

、
ト
・

マ
積
雪
路
で
は
、
ス
ピ
ー
ド
を
徐
々
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、

b

ち

な
速
度
ム
ラ
を
生
じ
さ
せ
な
い

A

Z
と
が
重
要
で
す
。

J
J
F

気
を
ひ
き
し
め
て
、

azvょ
う
。

hv 

「
ソ
フ

急
激

之
の
冬
を
無
事
政
・
無
違
反
で
過
ご
し
ま
し

トタ日首lfIライト
-夜、車から歩行者tJ'発売できる.I!敵

A".IIっぽい服装の歩行者
8...白っぽい色の服装の歩行者
c...夜光反射材をつけた歩行者

ヨ・・、 A B C 

ぬ」掛 l 議
30m 40m 100m 130m 

「
受
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
」
の

入
選
者
ガ
決
ま
り
ま
し
だ

市
で

8
月
に
募
集
し
た
突
通
安
全

運
動
ポ
ス
タ
ー
の
入
選
者
が
次
の
と

お
り
決
ま
り
ま
し
た
。
(
回
収
称
略
)

マ
最
優
秀
賞
金
森
夕
香
(
纏
尻
小

6
年
)

マ
優
秀
賞
世
古
岳
志
(
中
纏
田
小

6
年
)
、
足
立
健
太
(
泡
尻
小
6
保
持
)

マ
佳
作
山
口
茜
(
中
泡
田
必
b
年)、

水
野
真
澄
(
中
海
田
小
6
年
)
、
本
多

尚
子
(
泡
院
小
6
年
)
、
彼
井
和
昭
(
同

6
年
)
、
清
水
文
雄
(
同

6
年
)
、
梶
川

陽
子
(
同
6
年
)

[10] 16 12. 広報うえだ5.
件数638件(-58)/死者5(-7)/負傷者810(-89) 

<11月末現在 ( )内は昨年比〉
上田市の交通事故発生状況



• 

便利で確実怠口座振替のご利用を

ご
協
力
く
だ
さ
い
/

骨
髄
パ
ン
ク
の
登
録

納期限は12月27日開)
・固定資窪税 円価

(都市計画税) .. .n"， 

・国民健康保険税 6期

••• 
白
血
病
、
再
処
不
良
性
貧
血
、
先

天
性
免
疫
不
全
症
な

E
の
難
病
は
、

有
効
な
治
療
法
が
な
く
治
り

に
く
い

病
気
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

骨
髄

移
植
と
い
う
治
僚
法
に
よ
り
、
こ
れ

ら
の
病
気
で
暫
し
む
人
が
健
康
を
取

り
戻
せ
ま
す
。
少
し
で
も
多
く
の
忠

者
さ
ん
の
命
を
助
け
る
た
め

に、

骨

髄
パ
ン
ク
へ
の
笠
録
を
お
願
い
し
ま

す
。詳
し
く
は
、
上

m保
健
所
(
宮
@

1
2
6
0
)
か
県
庁
保
健

f
防
課
(
宮

0
2
6
2
③
7
1
4
6
)
 ，、、。

「
中
小
企
業
退
職
金
」

共
済
補
助
金
の
申
請

••• 
中
小
企
業
退
職
金
決
済
制
度
は
、

同
の
援
助
に
よ
っ
て
退
職
し
た
従
業

員
へ
迫
職
令
が
支
払
わ
れ
る
も
の
で

す
。
こ
の
制
度
仁
加
入
し
て
い
る
事

業
主
の
符
さ
ん
に
は
、
市
か
・
ら
も
掛

け
金
の

一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
の

相 談名 自 時 会場など

1 月 14 円(~

3去 律 相 員炎 H : 30-15 : :30 汁i

( r-約;1;リ) 1 FJ28口陶 タ1又Pし

午前環境線
13: 30-15 : 30 )ilj-

(南ri合3階)
人権・悩みごと相談

] )J 6 rl附
宮 内線138913 : 00 -](j : 00 @ 

土地建物相談
1月13日(村
13 : 00-1府:00 。

農地問題相談
1月4円(必 。農業委員会
8 : 30-17 : 00 (本庁・合2階)

1T 政 相 談
1月101l(}J) 阿武テ、、バート
10 : ()O -15 : 00 

心配ごと相談
毎週火I~tl l l
10:00-15:00 ネ1:会福祉協議会

法 律 相 談
1月22日(1:1 (ft @ 2025) 

10 : 00-11: 

i去 律 相 ー炎 1 Fl19円(水)
( H{.J:JiIJI 13:30-15:00 上即時i_C会議所

保険年金相談
'f1f週日~金11稜11 (宮 ⑫ 4500)

9 : 00-1('> : 00 

市 民 相 Z詰l~ 毎週rJ-金郎日 '1: 活環境議

消費生活相談 9 : 00-16 : 00 市 (南fr合31済)

児 室 キ自 日~;l( 
毎週月~令限ト|

役
児童保育諜

9 : 00-1時:00 (宮@2000)

母 ヰ目 吾吾氏此
毎週月~令IItd11 fi庁 児童保育諜

子
9 : 00-16 : 00 (内線1636)

毎週月 -J -.l11~ 1 1 ボ部保育'閥

子育て 相 談 8 : 30-19 : 30 fAH守センター
( 1:臨111ま12:30) (まま@ 3096) 

で
、
次
に
よ
り
巾
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

マ
対
象
者

平
成
2
年
2
円
以
降

の
加
入
者
で
今
年
1
円
か
ら
は
円
ま

で
に
掛
け
金
を
納
付
し
た
事
業
主

マ
提
出
期
間

1
月
7
H
働
か
ら
同

初

n附
ま
で

マ
提
出
先

労
政
課

(
内
線
1
4
1
2
)

日
月
か
ら
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
法
が
施
行

••• 
「
知
一
時
間
労
働
者
の
一様一
間
管
理
の

改
持
咋
に
闘
す
る
法
仲
」
(
「
パ

ー
ト

タ
イ
ム
労
働
法
」
)
が
、

u
n
l
n附

台所力、ら離れないで

か
ら
施
行
さ
れ
・
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
近
年
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
者
が
増
え
る
な
か
で
、

必
ず
し
も

雇
用
管
理
な
ど
が
万
全
で
な

い
、
』
と

か
ら
、
職
業
能
力
の
有
効
発
捧
や
縞

祉
の
増
進
守
凶
る
の
が
ね
ら
い
。

バ
l
ト
タ
イ
ム
労
働
法
に
基
づ
い

て
、「
事
業
主
が
講
ず
べ
き
照
時
間
労

働
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
等
の
た
め

の
措
置
に
関
す
る
指
針
」
が
近
く
策

定
さ
れ
、
就
業
規
制
の
整
備
、
賃
金
・

賞
与
・
退
職
金
の
均
衡
等
の
配
慮
、

適
法
な
雇
用
保
険
の
適
用
な
ど
が
成
刷

り
込
ま
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
長
野
婦
人
少
年
室
(
宮

0
2
6
2
⑪
7
8
1
7
)

へ
。

[>大掃除のごみや庭の小枝 ・落ち

葉を外で燃やすときは、必ず消火

用の水バケツの用意を。

t>ガスこんろの火をとかく忘れが

ちです。台所から離れないように

しましょう 。

年
の
瀬
w
火
の
用
心
u

毎月悩~金曜 午前日時30分~午後E時40分(祝祭日除く)/松本
自動車保険議求相談センタ-fiOe63'357790 (お気軽にどうぞ)~通事故無料相談16 12. 広報うえだ5.-aqa--

必
叶
E
'

F
t

‘
 



議後:HfH~H!t掠プ

ずいr虫、、

-小林祐介くん
い歳51.1用 ・ ~屋〉

「電車のおもちゃでよく遊
びます。何でも食べ、おふ
ろも大好き。よく動くので
望書せ替えが大変』と母の圭
子さん

保健診tt
保健予防課(内線 1374)

.1月の乳鈎児健康診査

[>受付時間 いずれも午後1時-211年 [>持ち物
母子-1.姐Jポ下l帳、 パスタオ Jレ(.1• 10か1J ~G) 、 1苅フーラ シ

( 1哉 6か月児)0 1 /.長6か川児は、赤ちゃん手艇のq.
仁ある健康診古来に記入してお持ちくださ L、。 31誕児

の地!説法宵票は、~:;~.s:\が変わりました。また、悦聴'1'L
検ヂモのアンケートもlJUわりましたのでJII紙合お送りし

ます。ご記入のうえ健康診ftにお出かけください。

-保健センター(市役所南庁舎2階)
地 P宅島;.. }~ hil! 11 lJ 11 

JJ 
1月1111 5 . X. l(j-お.31 カ=
1 112711 5 1-9. 15 

1I 
1 JJ 1:{1I ;) ~ . 11)-2. 28 I() カ・
1 H lS 11 ;) . 1-:1. 13 

1，:，民 6カ・JI
1 I J 1211 li. 16-Ii. :{O 

1 1I 1!) 11 t 1-7. 1九

13民
1 111，1 11 :2. 12. 1-12. 15 

:~ 
1 )]2111 2. 12. 16-12. :n 

-塩田母子健康センター(塩田地区)

l か II I _ ~. .. I 
I 1日2SI1 I 1 0 カ・ I1 I -.. ---.. I ;). 2. Hi - :L 13 

1必6かJII 1112111 I cl. J. 1(;-i. Ir) 
・川西社会福祉センター(川西地区)
l カ・ 1J 

1 () カ・ JJ 

1 J:~立 G か 1I
l
 
a9 

•. 
j
 
J
 

J. 約. )(j-9. 15 

52.  1s-:L 15 

1. (j • lti - 7. 1 :; 

クリ ーンセンタ-fil220666

ルール、きちんと…ネ
t民 』高 j幸ち込みの受It1寸11

午前 8 時30分ー 1 1 時45~
午後 l時 -4時

午前8 時30分ー 11 島幸45~
午後 l障害 -411寺

午前 8 時30~- I I B寺4S~
午後 l障害 -4時

直後怜ち込みのみ受け付けます

午前 S 時30分 -118寺4S~

12月23日巾 1;通常の木曜日地区のh収集
(矢lii誕生日)1 (特別収集)

i通常の水道白地区のみ収集29日本・11 (特別収集}
通常の木噌白地区のみ級~30B'T' 1 
(特別収集)

31白金

1月1日土』

休 み

休み tもみ

3日，1'11

4 B.九| 平常どおり収 平常とおリ受け付け

場;国困自国
-各施設の年末年始の休業日

施 E宣 名 休業 日

12月26日ーi月5日
図 書 鐙 (期間中の返却は

図困固回 返却ホストへ)
市民の森スケート場 12月298-1月!日

-市役所(豊殿・塩田 ・川西支所) 大星斎場
(火葬) 12月31日午後ー1月2日
(ペッ ト火設)

晶・・・ ・，

12月四日附から1月3日間まで休みになります。なお、戸
12月30日ー|月3日

籍の届け出(出生 ・死亡など)は、市役所宿直室(本庁舎西
博物館、山本書官記念館、{言;銀国
分考資料館、温自の宣宮、働くt号

側)で扱います。 人の家、サン ・ワーク上回、高 12月29日-1月3日
-水道修理 曲害者福祉センタ一、観光会館、 デイ ・サーヒスセ
水道管の凍結など水道事畝は、市役所宿直室(fi@410 児賞館 ・児童センター、解放会 ンターは12月羽田
0)へご遼総ください。 箆

市民会館、上回創造館、文化セ -1月4目、相会
-トイレのくみ取り ンタ一、各公民館、勤労青少年 閣は12月30日ー l
12月30日開から1月3日開まで休みになります。 12月23日 ホーム、福祉会館、君主院(1月 月4臼
(;t¥)は録業します。例年、年末になるとトイレのくみ取りが集 2臼は緊急当審医)
中し、ご希望の日にお伺いできない場合がありますので、で 乳児院、点字国曾館

きるだけ1月に延ばすようお願いします。 アクアフラザ上回(1月IEW:営集) 12月28日ー31日

広密ラ左足'!5.12. 16 [12] 



国
立
東
信
病
院
の
統
合
問
題
で
十
二
月
二
日
、

国
(
厚
生
省
)
、
県
、
上
田
市
、
上
山
田
町
の
四

者
に
よ
る
会
談
が
長
野
市
で
行
わ
れ
、
長
野
病

院
の
後
医
療
の
確
保
と
統
合
病
院
の
建
設
に
つ

い
て
合
意
し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
厚
生
省

は
十
二
月
九
日
上
田
市
ほ
か
関
係
者
に
対
し
、

統
合
病
院
撃
備
の
た
め
の
纂
本
構
想
案
を
提
示

し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
統
合
問
題
は
山
を

越
え
、
新
病
院
の
建
設
に
向
け
大
き
く
踏
み
だ

す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

マ
メ
ソ
一
ト
尚
子
/
1
7

c
l

、
、

i

J

浜
二

ベ

イ

¥

「
統
合
」
で
合
意

医
療
(
長
野
病
院
の
統
合

策
の
検
討
は
、
六
月
以
来

余
曲
折
し
ま
し
た
が
、
最

の
要
望
を
上
田
市
が
受
け

打
開
が
図
り
れ
ま
し
た
。

マ
必
要
な
経
費
に
つ
い
て
は
二
市
(
上
回
・
更

埴
両
市
)

三
町
(
戸
倉
・
上
山
田
・
坂
城
町
)

で
応
分
の
負
担
を
す
る
と
と
も
に
県
の
支
援
を

求
め
る
。

と
い
う
も
の
で
す
。
そ
し
て
各
市
町
議
会
で
の

了
承
を
踏
ま
え
、
十
二
月
二
日
の
四
者
に
よ
る

会
談
で
、
「
後
医
療
の
確
保
と
統
合
へ
の
合
意
」

に
つ
い
て
最
終
的
な
確
認
が
行
わ
れ
、
十
二
月

九
日
国
(
厚
生
省
)
か
ら
新
病
院
の
基
本
構
想

案
が
示
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

病
床
数

ω、
診
療
科
幻
に

厚
生
省
が
提
示
し
た
長
野
・
東
信
統
合
病
院

の
基
本
構
想
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

中
小

1
基
本
方
針
国
立
長
野
病
院
と
国
立
東
信
病

院
を
統
合
し
、
長
野
県
域
を
主
た
る
診
療
圏
と

し
て
高
度
の
総
合
的
診
療
を
行
う
と
と
も
に
看

護
婦
等
医
療
従
事
者
の
養
成
及
び
研
修
を
行
う

施
設
と
し
て
整
備
す
る
。

医
療
担
当
(
内
線
1
3
8
0
)

2
概

要

川

病

床

規

模

病

床

数

4

2

0

床
(
予
定
・
現
3
1
0
床
)
凶
主
た
奇
機
能

〈
診
療
〉
①
が
ん
に
対
す
る
医
療
ー
ー
が
ん
診

療
の
中
核
施
設
と
し
て
、
高
度
か
つ
集
学
的
診

療
機
能
を
整
備
す
る
。
②
救
急
医
療
l
l
心

疾
患
を
中
心
と
す
る
循
環
器
病
を
対
象
に
高
度

の
救
急
医
療
を
行
う
。
③
難
病
医
療
l
|腹

原
病
・
リ
ウ
マ
チ
等
の
難
病
を
対
象
と

L
た
専

門
医
療
を
行
う
。
④
周
産
期
医
療
1

1

周
産

期
医
療
等
に
か
か
る
母
子
医
療
を
行
う
。
⑤
そ

の
他
|
|
へ
き
地
医
療
(
中
核
病
院
と
し
て
の

へ
き
地
医
療
)
〈
研
修
〉
地
域
医
療
研
修
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
、
長
野
県
北
部
(
東
信
・
北
信
)

の
各
種
医
療
従
事
者
の
卒
後
研
修
及
、
び
生
涯
研

修
を
行
う
。

ω診
療
科
幻
診
療
科
(
現
凶

診
療
科
)
|
|
内
科
、
精
神
科
、
神
経
内
科
、

呼
吸
器
科
、
消
化
器
科
、
循
環
器
科
、
小
児
科
、

外
科
、
整
形
外
科
、
形
成
外
科
、
脳
神
経
外
科
、

心
臓
血
管
外
科
、
皮
膚
科
、
ひ
尿
器
科
、
産
科
、

婦
人
科
(
現
産
婦
人
科
)
、
眼
科
、
耳
鼻
い
ん
こ

う
科
、
理
学
診
療
科
、
放
射
線
科
、
歯
科
、
麻

酔
科
白
歯
科
に
つ
い
て
は
入
院
患
者
に
対
応

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。

※
太
字
の
診
療
科
が
新
設
予
定

*
 

こ
の
構
想
案
は
、
市
が
医
療
問
題
研
究
委
員

会
、
医
療
協
議
会
の
協
議
を
踏
ま
え
、
市
議
会

特
別
委
員
会
と
と
も
に
国
に
要
望
し
て
き
た
内

容
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
は
こ
の
構
想
の
提
示
を
受
け
、
今
後
医
療

協
議
会
の
場
で
細
部
に
わ
た
り
検
討
を
行
い
、

併
せ
て
年
度
内
の
早
期
着
工
を
求
め
て
い
き
ま

す。マ
問
い
合
わ
せ
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